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はじめに

音楽療法における能動的楽器活動において、人の性格により好ましい思う楽器が異なっ

ている様子が観察されることから、研究１では、楽器のアピール性と性格特性の関係性に

ついて検証し、研究２では楽器に触れる体験であるグループドラミングを実施し、気分や

活動性の変化が起こるかについて検証した。

研究 1「楽器のアピール性と性格特性の関係性」に関する調査研究

対象者

私立大学の学生、約 400 名に実施した。

目的

人の性格特性により好ましいと思う楽器が異なるのか、楽器のもつ潜在的能力（アピール性）

を検証することを目的とした。

方法

良く知られている楽器である、弦楽器、管楽器、鍵盤楽器、打楽器、小物楽器の一覧表の中か

ら、楽器の外観や印象、演奏形態、音のイメージから、好ましく手にとってみたい楽器を一つ選択

してもらうために「楽器志向調査」のアンケートを作成し調査を実施した。設問内容としては、好まし

く手にとってみたい楽器を選択、その楽器を選んだ理由、楽器経験、性別、年齢について回答を

求めた。また、対象者の性格特性を調査するために「Big Five 尺度（60 項目）」、他者や社会生

活に関する意見や態度について調査するために、「間人度尺度（21 項目）」を使用し、選択楽器と

の関係性を検証した。

結果と考察

有効回答者は、男性 23 名、女性 77 名、合計 100 人、平均年齢は 20.47 歳（±4.73）であっ

た。弦楽器を選択した者は 43 名、管楽器は 24 名、鍵盤楽器は 20 名、打楽器は 13 名であった。

楽器選択において５名以上が選択した楽器別（ギター、ハープ、バイオリン、サックス、フルート、ピ

アノ、アコ－ディオン、和太鼓、ドラムセット）に、回答者の属性による要因の相違に関して、属性が

２水準の要因に関して対応のないｔ検定、３水準以上の要因に関しては一元配置の分散分析を行

った。男女間での検定の結果に有意差があったのは、バイオリンを選択した者の外向性（ｔ＝1.71,

p<.05）、ハープを選択した者の情緒不安定性（ｔ＝3.22, p<. 05）、和太鼓を選択した者の開放性（ｔ＝

4.24, p<. 05）であった。Big Five５因子尺度の楽器別一元配置分散分析の多重比較では、どの項目

に関しても有意差はなかったが、Big Five５因子尺度および間人度尺度のバランスに個々の性格

特性がみられた。選択した理由としては“音が好き”と回答した者が最も多く全体の 81%、次いで

“演奏姿勢がいい”41%であった。“形や素材”と回答した者は全体の 19%であり、聴覚的な好み

の要因が有意であった。演奏姿勢の違いにより音の刺激や身体への感覚は異なり、そのこ

とが楽器のアピール性と関係していることや、自分自身を環境と行動を適合させるために

必要な特性に魅かれる、つまり『エコロジカル・マインド』生態学的な知性と関係していると考えら

れた。
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研究２「楽器を使用したグループワーク」に関する研究

対象者

研究２では学生を対象とし、グループドラミング参加の同意を得られた健常者１８名（男性

５名、女性１３名）に対し実験を行った。１回のみの実施者８名（男性１名、女性７名）、２回の実施者

２名（男性１名、女性１名）、３回継続して実施した者は８名（男性３名、女性５名）であった。

目的

研究１では楽器のアピール性と性格特性の関係性について調査による検証を行ったが、

第２研究では性格特性までの変化は期待できないとしても、実際の楽器に触れるグループ

ドラミング活動によって、非言語的な人間の表現要素に働きかけ気分や活動性の変化が起

こるのかについて検証した。

方法

実験参加者に対し、１回～３回／７日間に約 60 分程度の音楽グループワークを実施し、唾液ア

ミラーゼモニター検査（３回実施群のみ）、ＰＯＭＳ簡易版、ＴＤＭＳ-ＳＴ二次元気分尺度を、毎回

実施前後に気分の変化を調査した。使用楽器はジャンベ、トゥバーノなどの太鼓や小物打楽器。

セッションプログラムの流れとしては、音楽療法士である筆者のファシリテートによる①打楽器による

即興演奏、②マレットを使用した創作リズム演奏、③カリンバ、ハピ・ドラム・レインスティックなどを使

用したクールダウンといった流れで、約６０分間のプログラムを実施した。

結果と考察

実験対象者は１８名であったが、未回答であったもの、および回答に不備があったものを除き、

１５名の回答を最終的な分析対象とした。平均年齢は 21.4 歳（±1.73）であった。１回のみの実施

者６名（男性１名、女性５名）、２回の実施者２名（男性１名、女性１名）、３回継続して実施した者は

７名（男性３名、女性４名）であった。唾液アミラーゼ検査の実施においては、測定不能や数値が安

定して測定できなかった者を結果から除いた。安定して測定できた７名の介入前後の唾液アミラー

ゼの変化量を対応のあるｔ検定で検証した。ＴＤＭＳ-ＳＴ二次元気分尺度全体の比較では、安定

度（S）が、（t＝4.40,p<.001）、快適度（P）が、（t＝3.61,p<.001）で有意差があった。ＰＯＭＳ簡易

版、有意差があったのは、全体の比較では、緊張－不安（t=2.83,p<.01）、抑うつ－落ち込み

（t=3.52,p<.001）、怒り－敵意（t=2.45,p<.05）、疲労（t=2.75,p<.01）、混乱（t=2.6,p<.05）であっ

た。唾液アミラーゼの変化量は、介入前後では、（t=2.46,p<.05）と有意な差があった。

本研究の問題点と今後の展望

研究１では、調査対象者が100名であり、男性の回答者が少なかったことから楽器別の性格特性

と判断するには疑問が残っている。研究２のグループドラミングにおいては、対象者15名に気分の

変化が見られた。近年の研究から、気分は学力や仕事のモチベーション、性格特性にも関係して

いるとの報告があり、現代人にとって日々生じる不快な状況からくる気分や感情ストレスを、いかに

心地よい状態、快適な状態に改善させていくかが重要といえる。グループドラミングは有用な手法

になりうることが示唆された。
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